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するであろう。 その限りでは， たしかに 18世紀はじめのアプラハム・ダービ
ーによる銑鉄生産のためのコークス融解法の発明は，産業革命の出発点をなす





1) 例えば小松芳喬警『英国産業革命史JI1957年再訂版 p. 92以下o T. S. Ashtonの研究は















第 I期 (1700-5日年) まだ木炭が製鉄燃料において支配的な段階である。








3) さし当り刷稿「イギリス産業革命期の機械工業JC経済理論』第80号， 1964年7月a を参照。
-4) 1688年の名営革命以来. 19世間の初頭にかけてイギリスは多数の戦争を桂映した。アウグスプ
ルグ同盟戦争 (1689-97) スベイソ王位継軍戦争 (1701-13).スヴヱーデγとの戦争 (17日).ス
ベイ γとの戦争 (1718-20;1727; 1739-48)，骨二次γーレジア戦争 (1744 45) イγドにおけ






ヨ クシャーの Walker家，こ Lで車り上げる南ウヱールズの C四 wshay家はし、ずれも戦争と








森 (Forestof Dean)が鉄生産の中心であったが， いまや中部地方が安価な木
炭のためにリードを奪い第一位にのし上ってきた。しかし南ウェーノレズはまだ
頭角を現わすにいたっていないへ



































5) W. H. B_ Court， The Rise of the Mid加 ldIndusi叩 5，16凹 1838，1953， pp 172-73 








く一躍第一位におどり出たのである九 もちろん， スタフォー ドジャー と'./::0..
第2表 1806， 1830， 1852年における銑鉄生産 (単位トン〉
1806 1852 
モ:-'-:( ;王、ンャー 2，444 
グロスタ-.yャー 1，629 
南ウェー ノレズ 75，609 277，643 666，口00
シュロプvャー 54，966 73，418 120，000 
南スタフォードγ キ← 725，000 
北;<，タフォー ドシャー
〆ーピー 10，329 17，999 
ヨー クシー ャー 26，671 28，926 
itウz ノーレズ 30，000 
ラYカシャー
j，ムパーヲ Y ド
ノ +ムJ ーランド ト四|叩ダラム 110，000 
スコヴトランド 23，240 I 37，500 I 775，000 
合 計
6) D. Mushet， Pal出向。nI'I'on and StBe!， 1840， cited from J. B. MItchel1， Hulorical Geo~ 
gra-phy， 1954， p. 267 
7) I. SCrlvenor， A CorntyohensivB History 01 thB I'Yon T.叩 de，1854， cited from 1-R. Mlt-
chell， ot. dt.， p. 268 









ズの鉄が供給された九 こうして 1839年にはイギリス銑鉄生産の 38-39o/vが
南ウヱ -Jレズで生産された九










イギリス産業草命がラ YカV ャー やノミー ミ Y ガムを中心舞台として，いわゆる
小牛摩者の向生的展開のコースを辿りつつ繰りひろげられるのに対し，南ウェ
トによる棒鉄製造過程におけるバドル法の晃~， (2) 1828年のジェずムズ ーー ルソン(j出"出
Neil田 n)による熱風装置の発明(鉄の生産費を対に切り下げた).(3) 蒸気機関の発明 普及，
がそれである。
8) A， H. John， The lndustrial-Develotme叫 ofSoutk Wales， 1950， pp. 104-05 
9) Ibid.. p. 164 
10) ここでは，鋼の時代は直接的考慮の対象からはずれるので，鋼生産技荷の変革，生リ産力の上昇
などについては一切省略する。吉し当り， J. C. C日 rand W. Taplin， A IIistory 01 ehe 品川品
Steel lndustγ'y， Pt. I， 1961; D. S. Landes， Technological Change and Development in 
Western Europe， 1750-1914，同 ThcCambridgc Eoonomic Historyザ Europe，Vol VI， Pl 
I， pp. 477-504; D. Burn， Tke Ec棚 omicHistory 0/ Steel-making， 1867-1939， 1961， etc を
参照。





















しいま近代的企業家の一般的基準を一応， (1) 企業動機 (motivation)，(2) 資
本調達の方法 (finance)，(3) 技術導入(i.nnovation，engineering)， (4) 市場機
会に対するセン兄 (senseof market opportunity)， (5) 変化に対す創造的反応
(creative response to -the change)，などの要素から成るものとすれば川，南ウ
11) 鳥羽欽一郎「アメリヵにおける近代企業家の塾生」社会経済史学会編『近代企業家の発生』所
収， p. 68 









γの息子であった。 16才のとき父親と仲違いして一人で小馬にのってロ y ドy




た。彼は RichardCrawshay and Co の名前で独立の庖をもち，鉄卸業に従
事した。やがてリチヤードの姉婿 RobertMoser とパートナーシップを結ん







も伴い，最後には Cyfarthfaの鉄工業経営者あったベ ョ γ(Anthony Bacon) 
とのパートナージッフ"を達成するととができたのである。
そもそも当時のパートナ-'./0/プなる企業形態は，たんに企業に左って資本
12) クロ シェイ事の鉄工業経営については， ]ohn P. Addis， The C叫，'川yDyn耐 tァ AS辺udy
同 Ind叫 trialO1'g酎 .isati開 andDe開l01抑制t，1765-1867，1957があり，以下町行論はこれに負
う左とろ大である。



















ところで，ア Y ソニ・ベーョ γ町は元来北アメリカ植民地メリーラ γドの倉
13) Sidney Pollard. The Ge耐S~S 01 Modern 1Y[1刊 a，酬 e叫 ASIγ:dyザ thelndustrial Revo 
lution 包勿 Great Br~tain. 196t.， pp. 150-51 
14) D. S. Landes， Technological Change and Deve10pment in Western Europe， 1750-1914， 
in The Cambndge b同協"出C H~sto .，y of Europe，戸:Vol.VI， Pt. 1， p. 304 
15) しかし，リチヤー ド クロー シェイが Cyfarthfaの鉄工場を手に入れてからはj クロ←ジェ
イ家の会社形態は韮本的に家族企業なし、し同族企業の形強をとることは注目?べきである。なお
株式会社への転化は189C年である。
16) T. S. Ashton， 1γ帥 & Steet in帥eInd則的atRevol包'4tion，2 nd ed.， 1951， }J. 95 
17) Anthony Baconの生涯については， L. B. Namier， "Anthony Bacon， M P. An Eighte 
enth-Century Merchant". ]ournal 01 Economic and Ef前 inessHistory， Vul. II， 1929， pp 
20-70をみよ。とうした下院に議席をもっ政商のいま一つの例として，同じくネイミアの Brice
Fisherにかんする研究がある。 L.B. Namler，“ Brice Fisher， M. P. A Miu-Eighteenth 
Century Merchant and his Connections"， English Histor~cal R向"ω，Vol. 42， No， 168， 














は軍需物資納入の点で共通の立場にあった。 ベーコ Yは 1774年に発明された
ばかりの， かのジョン・ウィノレキンソ γ (JohnWilkinson)の中ぐり技術を使
った大型鋳砲の納入に商才を発揮したが，どうしてベーコ γがクローγ ェイと
ノミートナー壱結成するにいたったのかよく分らない。 しかし， ともかく 1777





炉，大砲中ぐり工場おのおの一つ， Hirwaunにおいては熔鉱炉 1基.Plymouth 
にも賂鉱炉1基壱もっという巨大な現根に膨れ上ったo
とιろで Baconand Crawshay Co とし、っても， クロージェイはベーコン
の鉄工業経蛍にどの程度，またし、かなる部門に関係していたかについては不明
18) ]ohn P. Addis， op. cit.， p. 2 
19) lb~d. ， p. 6 
産業革命期南ウヱー ノレズ鉄工業における企業者活動 (75) 75 
である。恐らくベーコンが受けとった大砲・銃砲納入契約だけに関係しておれ
しかも販売・納入の交渉にだけ関係していたように思われる。だからリチャー













たためではないというのである。 とも炉く彼は 1783年， Cyfarthfaにおける
大砲中ぐ h工場，鋳造所， および鍛冶工場壱年20ポ Yド， 50年の長期の契約








20) A. H. Coleは「事業の拡士慾jを企業者活動の特酷的要素の一つに数えている。 A.H. Cole. 
An Approach to the Study of Entrepreneurship， in Hugh G. J. Aitken (ed.)， ExPlora 










わずか 10トンにすぎなかった。そこで1787年リチヤードは， Fontleyにへ y
















21) J. P. AddlS， ot. C冶t.，p. 12 
22) Ibid.， p. 15 
23) 小松芳喬著『英国産業革命史Jl1957年j 再訂版， pp.99-100 桑原莞爾「産業革命期における
イギリス製融業の抜術的変革 I~西洋史研究』第9 号. 1966年， pp. 80-86 
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ほどの大きな経済的・社会的影響をもったのである。 1788年にはイギリスの棒


















るパートナーγ ヅプに依存した。 また追加資本のためには， 自己金融(とくに
利潤の再投資によ己資本蓄積)ないしパートナーγ ヅプの払大に依存するか， 外
部金融とりわ付公憤や担保で借りる借款に依存するか，いづれかの方法に依存
24) T. S. Asbton， bon & Steel 同 IkeIndust'lial Revoluli帥.p. 97 
25) R. H. Ca叩 pbell，Cat'1'Oη Compa仰 1961.p.60， cited by P. Deane， The First Int1ustnal 
Revolution， 1965， p. 107 
26) ~Uのデータ によれば.Cyfarthfaは1804年には1.000人.1812年には恐ら<1.500人， 1830年
じは5，000人をやとっていたといわれる。 1799年には当時イギリス最大といわれた水車が[，4，000
の費用をついやして建設されt，'0 S. Pollard， The Genes$sザ Mode柵 Mωtu/?e附叫， 1965， p.17 
27) 1810年にリチヤー ドが死ぬのでj あEは息子のウィリアム一世がつぐ。
28) . J.P. Addis， op. cit" p. 16 
78 (78) 
第 3表 Cyfarthfa工場にお付



















が 1790年のE14，369から 1798年には E103，9 
08へと大幅に増加しているのは， その大都分
が莫大な利潤とその再投資にもとづくものであ









その後ナポレオ Y戦争， 1815年以降戦後の一時的不景気をへて， 1820年代
はじめの好況， 戦争需要にかわる生産財・消費財における鉄需要の増大によ
って Cyfarthfa工場の資本金はさらに巨大化した。 すなわち 1813年には






すなわち.1784年ァ γ ヅニ・ベーコンからリ一月した Cyfarthfa工場を放棄
して，近くの Penydarren地方で石炭その他の鉱物資源、に富む土地をリースで
手に入れたハソプレイ兄弟は，ロンド yの鉄商， リチヤード・フォー-=<:/ (回目
29) A. H. John， The Indust1'ial Development 0/ So叫hWales， p. 41 
30) この週間の建設にクロー シヱイ家は総資本の前%を拠出してし、る。 J.P. Addis， 0ρ cit.， p.16 
産業革命期南ウェ ルズ鹸工業における企業者活動 (79) 79 
chard Forman) から aZ，500壱借りて，それでもって熔鉱炉 1基を建設した。
1786年にはこの工場拡張のために，フォーマYはパートナージップに参加する
ことを懇望された。ここに二人のハVフレイ兄弟とプォーマYの四人によるパ












必要があろう。ロ Y ドγにおける商業部門の所有は，初期のグロ-v"，- イ家の
資本蓄積に有利に作用したのではないかと思われる。
さきにものべたように，リチヤード・グロ -v"，-イの鉄工資本家への上昇の
茎盤をきづいたものは， μγ ドγ における鉄if日商経営であった。 1772年にはリ
チャー γの姉婿に当'"ロパ ト・毛ーサ との聞にパートナーデッフ。を結成
し，ロ Y ドソでこうの庖をもっていたが， 1785午に毛ーサーは死に，その代り
にリ千ヤードの息子のウィ世アム・グローγ ェイ 世が参加して，会社の名称r
も Crawshay，Son and Companyとなった。ついで 1790年にはそーサーの未
31) A. H. John， otωt.， p. 33 
32) Ibid.， pp. 33-34. 1812年頃の標準では附属設備一切を含めて鉄工場を建設するためには』 少、
〈とも約主 50，000T品要jとしたとL、われる。 T.S. Ashton， ot. cit.， p.163 鉄士業においで
さえ，固定資本よりも流動資本の方が大であったけれども z 南ウエールズ鉄工業の場合，プリス
トルやロンVン商人の令高生的援助を仰1がねばならなかった。 S.Pollard， .Fixed Capital !ll 
the Industnal Revolution in Britain"， Jouynaiザ Ec仰lomicHistory， Vol. XXIV， No_ 
3， 1964， p'. 303. 310 
80 (80) 第四巻第1号
亡人が再婚した第二の夫ロパート・トムソ:;./(Robert Thompson)がパートナ
ージップに加入壱ゆるされ，会社も三たび Crawshay，Son and Thompsonと
なっ花。しかしロパート・トムソンは 1798年に南ウェーノレズの Tinternに鉄




















33) 鉄1幽摘はナポνォγ戦投下帯傾向にあった。銑鉄のトン当りビュー ドル相場は， 1801-11年に
五6-15ないG f 6-5であったが，ナポνプゾ戦後はつぎのように下落している。
f d f d f， d 
1815 5 0 0 1821 4 0 1826 5 0 0 
1816 3 15 0 1822 3 15 0 1827 4 10 0 
1817 4 5 0 1823 4 0 1828 4 0 0 
1818 5 10 0 1824 5 0 1829 3 12 6 
1819 6 6 1825 7 10 0 1830 
1820 4 10 0 
B， R. Mitchell， Abst四 ct01 British Hist01'it:al Statistics， 1962， p.492 
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ドン商社としては経営的に行きづまらざるをえなし、。ここにおいてロンドン商
社にパートナーとして参加していたウィロアムー世の息子たち(ウィリアム二






ウィリアム三世，リ千ヤード， '</ 01.ー ジ)はそれぞれ Cyfarthfa，Hirwaunおよび
ロンドY商社の三つの会社の損誌についいて平等に 7/32の株を保有し， 残り
の 4/32はそれぞれ平等にロ Y ドγ商社のジュニ7・バートブーであったRouth
と Moserが保有することとなった。 そしてウィリアム一世は社長として年
J; 10.000の俸給を， ウィリアム二世は Cyfarthfa工場ρマネージャーとして
A 2.000の俸給を受けとることとなったのである叫。
こうして一応クロ--:/';>:.イ家の同族企業は内部分裂の危機を回避することが








34) J. P. Addis， op. cit.， p. 43 
35) Ihid.， pp_ 9A-I0G 
